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研究の目的
・ gµ − 2アノーマリー
ミューオンの異常磁気能率が標準模型に基
づく理論予測と計測が一致しないこと。

・ Hubble tension
ハッブル定数が直接観測と間接観測で一致
しないこと。前者は銀河までの距離dと赤方
偏移zを測定し、Hubbleの法則を用いる。後
者は宇宙背景放射の観測からΛCDMモデル
を用いる。

Figure: arXiv:1607.05617 [astro-ph.CO]より引用
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・ ニュートリノ質量
実験結果としてニュートリノが質量を持っ
ていることがわかっているが，標準理論で
はまだ説明できていない。

2.想定する模型: マヨロンを含むLµ − Lτ模型

新粒子:U(1)Lµ − Lτgauuge bosonZ’,majoron ϕ

・ Z’の相互作用
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・ マヨロンϕの相互作用
Lϕ = hαβv̄L,αv

c
L,βϕ + H.c.

Figure: パラメータ領域arXiv:1702.01497 [hep-ph]より引用

Figure: gµ-2アノマリーに対する寄与

注目するダイアグラム

高温では散乱が効く
可能性あり！

解く方程式

dTϕ

dt
= −

(
∂nϕ

∂Tϕ

)−1 [
3Hnϕ −

δnϕ

δt

]
dTν

dt
= −

(
∂nν

∂Tν

)−1 [
3Hnν −

δnν

δt

]
dTZ ′

dt
= −

(
∂nZ ′

∂TZ ′

)−1 [
3HnZ ′ − δnZ ′

δt

]
ただし，

δn1

δt
=

∫
d3pa

(2π)3
C[f1]

=

∫
dΠ1dΠ2dΠ3dΠ4Λ ({fi}) (2π)4

× δ(4) (p1 + p2 − p3 − p4)
∑
spins

|M|2

結果
preliminary。横軸:GeV，縦軸:無次元量

展望
GeVスケールの計算からMeVスケールの計算ま
で行う。
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